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1. 事業内容 

本事業の主な目的は、地域のニーズと学

生の隙間時間を絡めたボランティア活動や

インターンシップ、アルバイトなどのマッ

チング事業(=お仕事化)をすることで学生

が八王子に貢献し、学生の居場所や社会と

のきっかけを作ることである。 

 この目的を達成するため、学生のニーズ

と地域のニーズをマッチングする「お仕事

化」の実践と、「お仕事化」を支え、普及に

つなげるための学内外のイベントへの参加、

企画・実施の 2つを基本活動にしている。 

2. 実施報告 

2-1.お仕事化の実践 

 お仕事化の実践は、①ニーズ調査、②募集、

③実施、の 3点である。そして、実施した仕事

の業務内容等をまとめたマニュアルを作成。 

以下お仕事化の過程について説明する。 

① ニーズ調査 

大きく分けてニーズ調査は 2点ある。1つ

目は、地域のニーズ調査である。学内の研究

発表会(11/13)の一環で域の方３名にイン

タビュー調査を行った。この調査を通して

地域が学生の力に大いに期待している事が

わかり、学生の有用性を証明することがで

きた。2つ目は、学生のニーズ調査として地

域のニーズをマッチングさせるために、八

王子市自立支援課の職員の方との協議を

7/8、12/11 の計 2 回実施した。7/8 の協議

で出てきた、大学周辺の保育園と老人ホー

ムでのアルバイトを出発点にして、施設で

の「お仕事化」の実践を開始した。12/11の

協議では、八王子商店会会長にも参加して

いただいた。 

② 募集 

「まがり公式インスタグラム」、LINE 等の

SNSの活用、寮、後輩、サークル等の学生に

声かけを行い、老人ホームや保育園でのア

ルバイトの募集を行った。 

③ 実施 

実施については、大きく分けて2つある。

1つ目は、多摩特養老人ホーム、光明第 3保

育園でのアルバイトである。多摩特養老人

ホームでは、6名の学生が毎週火曜日の隙間

時間でアルバイトを実施。保育園では、1名

の学生が毎週月曜日と土曜日にアルバイト

を実施し、さらに後輩も 3 月から保育園で

のアルバイトを実施する予定である。2つ目

は、「まがり写真部」である。この活動は、

光明第 3 保育園で、園児の日々の生活を写

真にとって SNSで発信する活動である。 

 
 

2-2.マニュアル作成 

   アルバイトをさせていただいている多

摩特養老人ホームと光明第 3保育園での業

多摩特養老人ホームでの様子 



業務マニュアル(仮) 

つながりづくりワークショップの様子 

務内容を学生視点でまとめたマニュアル

を作成した。福祉、介護業界でしか使わな

い業界用語を福祉を学ぶ学生により平易

な言葉で表現するなど一般の学生でもわ

かりやすく親しみやすいマニュアルを作

成。今後も事業を円滑に継続するために、

学生が実際に働いている様子や施設職員

の方の声を入れた業務マニュアルを作成

した。 

 
業務マニュアル 

2-3.学内外のイベントへの参加、企画・実施 

お仕事化の活動を支え、普及するために

地域での行事に参加したり、学内・外のイベ

ントを企画・実施した。具体的に行った活動

については、表 1 を参照されたい。この表

は、活動名、実施日、場所、参加人数、活動

内容を時系列でまとめた表になっている。 

   (表 1) 

 

 

 

3. 事業を実施した感想 

本事業を実施しての感想を 2 点挙げ、そ

の後に今後の展望について述べる。 

１つ目は、当初考えていたより地域には

学生の力を必要としている人がたくさんい

て、すべてに応えきれなかった点が挙げら

れる。次年度では、この点について迅速かつ

的確に情報を裁く仕組みを検討していきた

い。 

2つ目は、実際に学生の隙間時間と人手不

足で悩む八王子の施設等とのマッチング事

業が成功し、それらの成果をまとめマニュ

アルを作成することができた。マニュアル

について施設側は非常に喜んでくださり、

自分たちの事業に自信がついた。次年度以

降も事業の発展とともに改良を重ね、実用

的な内容にしていく必要があると考える。 

 今後の展開については以下の 5 点を軸に

活動を行うものとする。 

・事業の発展に合わせたお仕事化マニュア

ルの改訂 

・つながりづくりワークショップの定期開

催 

・地域の方との協議で提案された新たな事

業を展開 

・学内外の学生へ地域の魅力を発信 

・他大学の学生を巻き込む仕組みづくり 

 



 

 

 

 


